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（2）令和４年３月　　第７９号 甲府市農業委員会だより

令
和
３
年
度
の
農
地
利
用
状

況
調
査
の
結
果
で
は
、
甲
府
市
の

全
農
地
は
１
，
７
２
６
ha
で
し
た
。

こ
の
う
ち
遊
休
農
地
は
３
６
７

ha
あ
り
、遊
休
化
率
は
21
．
３
％

に
も
な
り
ま
す
。

農
地
法
で
は
、
農
地
は
所
有

者
ま
た
は
借
地
者
が
農
業
上
の

適
正
か
つ
効
率
的
な
利
用
を
確

保
す
る
よ
う
に
管
理
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

遊
休
農
地
は
、
雑
草
や
雑
木

が
生
い
茂
り
火
災
上
や
防
災
上

危
険
で
あ
る
と
と
と
も
に
、
獣

害
の
発
生
も
起
こ
り
や
す
く
、

周
辺
の
住
民
や
農
地
に
大
変
迷

惑
が
か
か
り
ま
す
。

所
有
者
ご
本
人
が
除
草
等
困

難
な
場
合
は
、
次
の
よ
う
な
除

草
作
業
等
を
請
け
負
う
団
体
も

ご
ざ
い
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

公
益
社
団
法
人

甲
府
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

 

甲
府
市
相
生
２
―

17
―

１

 
☎
（
２
２
２
）
９
４
８
８

協
同
組
合
　甲
府
市
造
園
協
会

 

甲
府
市
里
吉
１
―

７
―

21　

 

☎
（
２
２
７
）
３
３
０
３

ま
た
、
農
地
銀
行
や
農
地
中

間
管
理
機
構
を
利
用
し
て
農
地

の
貸
し
借
り
を
す
る
際
の
下
限

面
積
要
件
を
撤
廃
し
ま
し
た
の

で
、
農
地
の
貸
し
借
り
が
行
い

や
す
く
な
り
ま
し
た
。

  

甲
府
市
農
業
委
員
会
事
務
局

 

☎
（
２
３
７
）
５
８
９
２

農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ハ
ン

マ
ー
ナ
イ
フ
モ
ア

（
除
草
機
）
を

遊
休
農
地
解
消
の
目
的
で
使
用

す
る
方
に
、
一
定
条
件
の
も
と
、

無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

 

甲
府
市
就
農
支
援
課

 

☎
（
２
４
１
）
５
６
１
６

本
市
で
は
、
自
然
災
害
の
ほ

か
、
け
が
、
病
気
に
よ
る
作
業

不
能
、
価
格
の
低
下
な
ど
農
業

者
の
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い

要
因
で
収
入
が
減
少
し
た
場
合

に
支
援
す
る
た
め
、
収
入
保
険

に
加
入
し
て
い
る
農
家
に
対
し
、

保
険
料
及
び
事
務
費
の
10
分
の

１
を
補
助
し
ま
す
。

 

甲
府
市
農
政
課

 

☎
（
２
９
８
）
４
８
３
３

農
作
業
の
負
担
を
軽
減
で
き

る
パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
や
電

動
剪
定
ハ
サ
ミ
を
、
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

 

甲
府
市
就
農
支
援
課

 

☎
（
２
４
１
）
５
６
１
６

有
害
鳥
獣
か
ら
の
被
害
を
防

ぐ
た
め
に
、
市
内
の
農
業
者
又

は
団
体
が
、
電
気
柵
等
の
被
害

防
除
用
施
設
を
設
置
し
た
場
合

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

○
補
助
金
の
額

施
設
の
設
置
経
費

（
作
業
料

な
ど
の
設
置
費
用
は
含
ま
な
い
）

の
２
分
の
１
以
内

補
助
金
の
上
限
額

⑴
防
鳥
網     

３
０
，
０
０
０
円

⑵
電
気
柵　

 

１
０
０
，
０
０
０
円

⑶
金
網
柵　
　

 

５
０
，
０
０
０
円

⑷
多
獣
種
対
応
型
柵

 

１
０
０
，
０
０
０
円

 

甲
府
市
就
農
支
援
課

 

☎
（
２
４
１
）
５
６
１
６

こ
れ
ま
で
農
地
法
の
許
可
申

請
及
び
農
地
銀
行
の
申
し
出
の

締
切
日
を
毎
月
10
日
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
毎
月
８

日

（
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日

の
場
合
は
直
前
の
平
日
）
に
変

わ
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

甲
府
市
農
業
委
員
会
事
務
局

 

☎
（
２
３
７
）
５
８
９
２

『
加
入
条
件
』

　

青
色
申
告
を
し
て
い
る
農
業
者

『
お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト
』

① 

基
準
収
入
の
８
割
以
上
の
収
入

が
確
保
さ
れ
る

② 

保
険
料
等
に
国
の
手
厚
い
補
助

が
あ
る

③ 

大
き
な
損
害
発
生
時
に
は
、
無

利
子
の

「
つ
な
ぎ
融
資
」
が
受

け
ら
れ
る

 
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
梨
中
央
支
所

 
☎
０
５
５
３
（２
２
）５
０
５
６

支払率（９割を上限として選択）

基準収入

自己責任部分

積立方式で補てん

保険方式で
補てん

保険期間
の収入

１００％

９０％

８０％

収 入 が
ゼ ロ に
なっても
補てん

収
入
減
少

農
地
の
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

農
地
の
管
理
は
所
有
者

ま
た
は
借
地
者
の
責
任
で
す

被
害
防
除
用
施
設

設
置
補
助
金

農
地
法
・
農
地
銀
行
の

受
付
締
切
日
が
変
わ
り
ま
す

パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
・

電
動
せ
ん
定
ハ
サ
ミ
を

無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す

周
辺
の
住
民
や
農
地
に

迷
惑
が
か
か
り
ま
す

遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け
て

収
入
保
険
の
補
助
に
つ
い
て

収
入
保
険
の
仕
組
み

このイメージ図は、 ５年以上の青色申告の実績がある方の場合です。
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ブ
ド
ウ
晩
腐
病
は
、
収
穫

が
近
づ
く
と
、
橙
色
の
斑
点
が

発
生
し
、
果
実
が
黒
く
し
ぼ
み
、

商
品
価
値
を
大
き
く
損
な
う
病

気
で
す
。

令
和
２
年
に
市
内
全
域
で
多

発
し
ま
し
た
が
、
令
和
３
年
は

生
産
者
の
皆
さ
ん
が
意
識
を
高

め
て
防
除
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が

功
を
奏
し
、
発
病
が
抑
え
ら
れ

ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
こ
で
気
を
抜
く
と

再
び
発
病
が
増
加
し
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
晩
腐

病
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し

ま
す
。

①
発
病
部
位
の
除
去

晩
腐
病
の
病
原
菌
は
、
果
梗

の
切
り
残
し
や
巻
き
ひ
げ
な
ど
で

越
冬
す
る
た
め
、
剪
定
時
な
ど

に
こ
れ
ら
を
取
り
除
け
ば
、
園
内

の
病
原
菌
密
度
が
低
下
し
ま
す
。

ま
た
、
着
色
期
以
降
に
見
ら

れ
る
発
病
果
は
、
他
の
果
実
へ
の

伝
染
源
と
な
り
、
さ
ら
な
る
被

害
を
助
長
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、

定
期
的
に
ほ
場
を
巡
回
し
、
発

病
果
を
除
去
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

②
早
期
の
カ
サ
か
け

５
月
以
降
、
晩
腐
病
菌
は
雨

水
に
よ
り
伝
染
し
ま
す
。
こ
の
た

め
、
１
回
目
の
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理

後
に
な
る
べ
く
早
く
ロ
ウ
引
き
の

カ
サ
を
か
け
、
雨
か
ら
果
房
を

守
り
ま
す
。
ま
た
、
摘
粒
が
遅

れ
る
場
合
、
先
に
カ
サ
を
か
け

て
お
き
ま
す
。

③
薬
剤
に
よ
る
防
除

発
芽
前
お
よ
び
一
次
感
染
期

（
５
月
中
旬
～
６
月
中
旬
）
の

防
除
が
重
要
で
す
。
雨
天
な
ど

で
散
布
間
隔
が
空
い
て
し
ま
う

と
被
害
が
拡
大
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

薬
剤
散
布
は
、
使
用
時
期
、

使
用
回
数
を
厳
守
し
、
ム
ラ
が

な
い
よ
う
、
て
い
ね
い
に
散
布
し

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
栽
培
管
理
に
よ
っ

て
病
原
菌
を
除
去
す
る
耕
種
的

防
除

（
①
②
）
と
、
薬
剤
防
除

（
③
）
を
総
合
的
に
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

以
上
の
対
策
を
行
っ
て
も
発

生
が
ひ
ど
い
場
合
、
簡
易
雨
よ

け
の
導
入
も
検
討
し
ま
す
。

簡
易
雨
除
け
施
設
は
、
ブ
ド

ウ
棚
の
上
に
骨
組
み
を
設
置
し
、

ビ
ニ
ー
ル
で
覆
い
、
樹
に
雨
が
当

た
る
の
を
防
ぎ
ま
す
。
生
育
初

期
か
ら
雨
を
防
げ
る
た
め
、
長

期
間
安
定
し
て
防
除
効
果
が
得

ら
れ
ま
す
。

【
市
内
の
ブ
ド
ウ
園
に
設
置
さ
れ

た
簡
易
雨
除
け
施
設
】

本
県
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
被
害
は
一
・四
六
億
円
（令

和
２
年
）
に
上
り
、
加
え
て
被

害
に
よ
る
営
農
意
欲
の
低
下
な

ど
、
そ
の
影
響
は
計
り
知
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
近
年
で
は
ハ
ク
ビ

シ
ン
や
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
中
型
獣

類
の
被
害
が
平
地
や
住
宅
地
に

お
い
て
も
目
立
っ
て
い
ま
す
。
ハ

ク
ビ
シ
ン
や
ア
ラ
イ
グ
マ
は
樹
上

活
動
性
が
高
く
、
ネ
ッ
ト
柵
や

金
網
柵
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
も
被
害
が
多
い
一
因
と
み
ら

れ
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
低
コ
ス
ト
で
効
果
が

期
待
で
き
る

「
棚
用
獣
塀
く
ん

ラ
イ
ト
」
に
つ
い
て
、普
及
セ
ン
タ
ー

の
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

棚
用
獣
塀
く
ん
ラ
イ
ト
は
、
ブ

ド
ウ
棚
の
よ
う
に
周
囲
に
柵
を
設

置
す
る
場
所
が
な
い
場
合
で
も
設

置
す
る
こ
と
が
で
き
る
電
気
柵
で

す
。
棚
の
主
線
を
支
柱
代
わ
り

に
使
用
し
、
網
戸
ゴ
ム
を
碍
子
と

し
て
使
う
こ
と
で
、
安
価
に
設
置

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
の
棚
用

獣
塀
く
ん
ラ
イ
ト
に
つ
い
て
、
鳥

獣
被
害
の
多
い
地
域
へ
の
普
及
を

図
る
た
め
、
令
和
元
年
か
ら
現

地
実
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。
実

証
ほ
場
で
は
、
一
部
で
動
物
が

感
電
し
た
際
の
接
触
で
ネ
ッ
ト
が

軽
損
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
の
ほ

場
で
も
設
置
後
農
作
物
へ
の
被

害
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

注
意
点
と
し
て
は
、
電
気
柵

の
効
果
を
維
持
す
る
た
め
、
雑

草
等
が
電
線
へ
接
触
し
な
い
よ
う

除
草
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
や
、

防
鳥
ネ
ッ
ト
の
点
検
な
ど
、
日

常
的
な
見
回
り
・
管
理
が
必
要

で
す
。

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
農
協
で

購
入
で
き
る
材
料
で
設
置
で
き

る
の
で
、
鳥
獣
害
で
お
悩
み
の
園

で
は
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
（作

り
方
は
山
梨
県
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）

【獣
塀
く
ん
ラ
イ
ト
実
証
ほ
場
】

ブ
ド
ウ
晩
腐
病
の
現
状
と
対
策

簡
易
雨
除
け
施
設
の
設
置

鳥
獣
害
対
策

普
及
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ー

　
　
　

中
北
地
域
普
及
セ
ン
タ
ー

(

中
北
農
務
事
務
所 

農
業
農
村
支
援
課
）



（4）令和４年３月　　第７９号 甲府市農業委員会だより

〇農業委員会では、 毎月の定例総会で、 各種申請や届け出の許可決定を行っています。

　【定例総会】（令和 3 年 4 月～令和 3 年 12 月）

　　 　4 月 28 日、 5 月 28 日、 6 月 29 日、 7 月 30 日、 8 月 30 日、 9 月 28 日、 10 月 29 日、

11 月 29 日、 12 月 27 日

　【定例総会で決定・報告された案件】

耕作目的の売買・賃貸 （ 3 条許可） 19 件 16,044.00 ㎡ （1.60ha）

市街化区域以外の転用 （ 4 、 5 条許可） 18 件 112,814.89 ㎡ （11.28ha）

市街化区域内の転用 （ 4 、 5 条届出） 104 件 67,802.14 ㎡ （6.78ha）

利用権の設定

新　　　規 70 件 86,689.89 ㎡ （8.87ha）

再  設  定 155 件 245,551.73 ㎡ （24.56ha）

解　　　約 33 件 48,584.00 ㎡ （4.85ha）

相 続 税 納 税 猶 予 3 件 14,009.00 ㎡ （1.4ha）

作物 項　目 区　分 金額 （円） 単　位

稲

作

耕起代かき
山間地 16,000

１０ａ当たり
平坦地 15,000

耕　起
山間地 9,000

１０ａ当たり
平坦地 8,000

代かき
山間地 10,100

１０ａ当たり
平坦地 9,100

機械田植

（苗代別）

山間地 10,300
１０ａ当たり

平坦地 9,300

稲刈機械 （バインダー） 10,000
１０ａ当たり

（結束ヒモ付き）

脱穀機械

（ハーベスター）

山間地 11,500
１０ａ当たり

平坦地 10,500

稲刈 ・ 脱穀 （コンバイン） 21,500
１０ａ当たり

（乾燥まで）

果 樹 （ 剪 定 ） 12,200 １日当たり

ブドウの棚補修 16,000 １日当たり

一 般 農 作 業 1,000 １時間当たり

備

考

(1)　 本表は、 標準的な料金を示すものであり、 ほ場の

条件や作業条件などを勘案して、 当事者間の協議

により決定することを前提としております。 なお上記

以外の作業についても協議のうえで決定してください。

(2)　標準額は、 消費税込みです。

(3)　燃料は、 請負者持ちです。

作物区分 地域区分 平均額 最高額 最低額

水　稲

旧甲府市 ( 平坦地 ) 13,400 20,000 5,200

旧中道町 9,500 12,400 6,300

野　菜
（スイート

コーン含む）

旧甲府市 ( 平坦地 ) 12,500 20,000 6,200

旧中道町 11,400 20,000 5,000

旧上九一色村 4,200 4,200 4,200

ナ 　 ス

旧甲府市 ( 平坦地 ) 12,500 20,000 5,000

旧中道町 8,100 10,000 6,800

ブ ド ウ

旧甲府市 ( 平坦地 ) 14,400 23,200 7,000

旧甲府市 ( 山間地 ) 12,400 22,500 4,600

モ 　 モ 旧中道町 11,300 18,200 6,600

甲 府 市 賃 借 料 情 報令和４年度  農作業臨時雇賃金標準額

　令和３年に告示された農地賃貸借契約における賃借

料は次のとおりです。 （10 ａ当たり）

（注）  地域区分がない作物は、 当該期間での賃借デー

タがありませんでしたので、 他地域を参考にしてくだ

さい。

（単位 ： 円）

農業委員会活動報告



（5） 甲府市農業委員会だより 令和４年３月　　第７９号

望
月
　
典
雄 

様

令
和
３
年
度
の

「
甲
府
市
農

業
賞
」
は
、
川
田
町
の
望
月
典

雄
様
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

望
月
様
は
、
就
農
当
初
か
ら

ブ
ド
ウ
栽
培
に
取
組
み
、
中
で

も
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
い
ち
早

く
導
入
す
る
な
ど
、
先
進
的
な

経
営
を
行
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

誠
実
な
人
柄
か
ら
多
く
の
人

に
慕
わ
れ
、
新
規
就
農
者
に
対

し
て
相
談
・
助
言
を
行
う
と
と

も
に
、
栽
培
技
術
の
継
承
を
行

う
な
ど
、
良
き
指
導
者
と
し
て
、

担
い
手
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
農
業
者

で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
剪
定
作

業
や
ブ
ド
ウ
棚
の
修
繕
を
行
う

な
ど
、
地
域
農
業
に
も
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

４
パ
ー
ミ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

は
、
土
壌
の
炭
素
量
を
毎
年

０．４
％

（
４
‰
）
増
加
さ
せ
れ
ば
、

人
間
活
動
に
よ
る
二
酸
化
炭
素

増
加
分
が
相
殺
さ
れ
、
温
暖
化

を
抑
制
で
き
る
と
い
う
考
え
に

基
づ
く
、
国
際
的
な
取
り
組
み

で
す
。

果
樹
栽
培
が
盛
ん
な
山
梨
県

で
は
、
剪
定
の
際
に
大
量
に
生

じ
る

「
枝
」
に
着
目
し
、
農
業

分
野
か
ら
温
暖
化
の
抑
制
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
剪
定

枝
は
、
主
に
焼
却
す
る
か
、
細

か
く
砕
い
て
園
に
還
元
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
方

法
で
は
、
有
機
物
が
短
期
間
で

分
解
さ
れ
、
大
気
中
に
二
酸
化

炭
素
と
し
て
放
出
さ
れ
る
欠
点

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
山
梨
県
は
、
剪
定
枝

の

「
炭
化
」
に
着
目
し
ま
し
た
。

炭
は
灰
や
チ
ッ
プ
な
ど
と
比
べ
て

分
解
さ
れ
に
く
く
、
100
年
以
上

土
壌
に
留
ま
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
炭
化
し
た

剪
定
枝
を
土
壌
に
還
元
す
れ
ば
、

長
期
的
に
は
よ
り
多
く
の
炭
素

を
貯
留
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
剪
定
枝
の
炭
火
は
、
底
が

抜
け
た
す
り
鉢
状
の

「
無
煙
炭

化
器
」
を
使
用
し
ま
す
。
中
に

熱
が
こ
も
り
、
煙
が
ほ
と
ん
ど
出

ず
、効
率
的
に
炭
が
作
ら
れ
ま
す
。

県
で
は
、
令
和
３
年
度
か
ら

や
ま
な
し
４
パ
ー
ミ
ル
・
イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
農
産
物
等
認
証
制
度

を
設
け
、
環
境
保
全
に
つ
な
が

る
、
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
本
取
り
組
み

は
、
草
生
栽
培
や
堆
肥
の
使
用

な
ど
、
土
壌
中
の
有
機
物
を
増

や
す
取
り
組
み
も
含
ま
れ
ま
す
。

認
証
を
取
得
し
た
生
産
者
や
団

体
は
、
出
荷
物
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
地

で
の
炭
作
り
の
実
証
を
進
め
る

と
と
も
に
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
へ

の
情
報
提
供
や
認
証
取
得
の
支

援
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【県
認
証
制
度
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
】

農
業
者
の
高
齢
化
が
進
む
中

で
、
農
作
業
中
の
事
故
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
使
っ
て
い
る
機
械
で

あ
っ
て
も
、
不
注
意
や
油
断
で

事
故
は
発
生
し
ま
す
。

「
農
作
業
は
焦
ら
ず
、
急
が
ず
、

慎
重
に
」
を
こ
こ
ろ
が
け
て
、
農

作
業
中
の
事
故
に
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

 

甲
府
市
就
農
支
援
課

 

☎
（
２
４
１
）
５
６
１
６

農
業
者
年
金
は
、
1
月
か
ら

35
歳
未
満
の
方
の
保
険
料
が
月

１
万
円
～
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

し
た

（条
件
が
あ
り
ま
す
）
。

ま
た
、
５
月
か
ら
は
、
65
歳

ま
で
加
入
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

詳
細
は
、
お
近
く
の
Ｊ
Ａ

窓
口
ま
た
は
甲
府
市
農
業
委

員
会
事
務
局
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

 

甲
府
市
農
業
委
員
会
事
務
局

 
☎
（
２
３
７
）
５
８
９
２

令
和
３
年
11
月
11
日
に

山
梨
市
牧
丘
町
に
あ
る
営

農
型
ソ
ー
ラ
ー
施
設
の
視
察

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

経
営
者
の
前
田
智
道
様
、

山
梨
市
農
業
委
員
会
事
務

局
渡
辺
祐
貴
様
の
ご
協
力
の

も
と
、
意
見
交
換
を
交
え

な
が
ら
先
進
技
術
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

祝
・
甲
府
市
農
業
賞

受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

４
パ
ー
ミ
ル
・

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
取
り
組
み

農
作
業
は
慎
重
に

農
業
者
年
金
が
加
入

し
や
す
く
な
り
ま
し
た

農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
員

研
修
報
告



（6）令和４年３月　　第７９号 甲府市農業委員会だより

編
集
委
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、

取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
方
々
、

ま
た
関
係
機
関
の
記
事
・
写
真

等
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

も
農
業
振
興
の
一
翼
と
な
り
ま

す
よ
う
情
報
発
信
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。編

集
委
員　

 

塚
田
泰
英

甲
府
市
農
業
を
け
ん
引

す
る
農
業
者
を
育
成
す
る

た
め
、
経
営
規
模
拡
大
を

意
欲
的
に
進
め
よ
う
と
す

る
農
業
経
営
発
展
計
画
を

市
が
認
定
す
る
も
の
で
す
。

一
定
以
上
の
売
り
上
げ

を
目
指
す
と
と
も
に
、
本

市
農
業
の
維
持
・
発
展
や
、

新
規
就
農
者
を
は
じ
め
と

す
る
担
い
手
の
育
成
へ
の
取

り
組
み
な
ど
を
総
合
的
に

判
断
し
、
審
査
会
の
意
見

を
聴
取
す
る
中
で
認
定
し

て
い
ま
す
。

＊ 

今
後
も
、
プ
ロ
フ
ァ
ー
マ
ー

の
方
へ
お
話
を
お
聞
き
し

ま
す
。

昨
年
、
「
農
事
組
合
法
人 

ア

グ
リ
・
な
か
み
ち
」
（
右
左
口

町 

五
味
善
三
代
表
理
事
）
が

地
域
農
業
の
担
い
手
育
成
の
取

り
組
み
に
ご
尽
力
さ
れ
た
こ
と

が
高
く
評
価
さ
れ
、
第
53
回

山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
農
業
賞

（
奨
励

賞
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

「
ア
グ
リ
・
な
か
み
ち
」
は

平
成
22
年
に
五
味
善
三
代
表

理
事
を
中
心
と
す
る
男
女
９
人

の
農
業
者
で
設
立
し
、
こ
れ
ま

で
23
人
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
、

う
ち
19
人
が
就
農
し
て
い
ま
す
。

研
修
生
全
員
に
モ
モ
や
ブ
ド

ウ
な
ど
の
果
物
や
、
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
、
ナ
ス
と
い
っ
た
野
菜
な

ど
数
多
く
の
品
種
の
栽
培
、
加

工
、
販
売
な
ど
に
つ
い
て
、
組

合
員
の
畑
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

で
回
り
、
幅
広
い
農
業
経
営
の

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

女
性
組
合
員
は
、
女
性
な
ら
で

は
の
視
点
か
ら
き
め
細
か
な
指

導
を
行
い
な
が
ら
研
修
生
を
温

か
く
見
守
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
「
ア
グ
リ
・
な
か

み
ち
」
が
地
域
の
担
い
手
育
成

の
け
ん
引
役
と
し
て
益
々
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

農
業
を
通
じ
て
地
域
に
若
い

世
代
が
入
り
、
文
化
や
伝
統

行
事
も
つ
な
い
で
地
域
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

 

甲
府
市
就
農
支
援
課

 

☎
（
２
４
１
）
５
６
１
６

販
売
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

桃
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
が
主
で
す
が
ナ
ス
は

農
協
出
荷
が
中
心
で
す
。

ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
業
者
や
法
人
へ
の
販
路

拡
大
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
の
た
め
に

は
信
用
が
第
一
で
、
高
品
質
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
付
加
価
値
の

高
い
も
の
を
生
産
す
る
事
が
重

要
で
す
。

新
規
就
農
者
の
方
は
将
来
の

目
標
を
し
っ
か
り
持
ち
、
計
画

的
に
10
年
・
15
年
の
ス
パ
ン
で
望

ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
り
良
い
も
の
を
多
く
生
産

す
る
こ
と
を
常
に
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
地
域
に
合
う

栽
培
形
態
を
自
分
一
人
だ
け
で

は
な
く
皆
で
研
究
し
、
そ
の
研

究
し
た
成
果
を
周
り
の
地
域
の

方
に
も
提
供
す
る
こ
と
で
生
産

量
が
増
え
、
市
場
規
模
が
拡
大

し
ま
し
た
。
そ
し
て
人
を
雇
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で

よ
り
多
く
を
生
産
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。

自
分
は
何
を
栽
培
し
た
い
か

を
決
め
る
こ
と
が
非
常
に
大
事

で
す
。
そ
し
て
、
経
営
規
模
を

拡
大
す
る
た
め
に
は
機
械
の
導

入
や
人
の
雇
用
が
重
要
で
す
。

志田  健 さん
（右左口町）

菊島  建 さん
（西下条町）

「アグリ・なかみち」の組合員と研修生

編

集

後

記

「
ア
グ
リ

「
ア
グ
リ
・
な
か
み
ち
」

・
な
か
み
ち
」

プ
ロ
フ
ァ
ー
マ
ー
に
聞
き
ま
し
た

プ
ロ
フ
ァ
ー
マ
ー
に
聞
き
ま
し
た

山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
農
業
賞（
奨
励
賞
）受
賞

山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
農
業
賞（
奨
励
賞
）受
賞

代
表
理
事
の
五
味
さ
ん
か
ら

プ
ロ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
目
指
す
人
へ

一
言
お
ね
が
い
し
ま
す

プ
ロ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
目
指
す
人
へ

一
言
お
ね
が
い
し
ま
す

農
業
経
営
で
工
夫
し
て
い
る

こ
と
は
何
で
す
か
？

農
業
経
営
で
工
夫
し
て
い
る

こ
と
は
何
で
す
か
？

プ
ロ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
制
度


